
目

次

規

則

△

広
島
県
会
計
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

(

審
査
指
導
室)

…
…
…
二

△

出
納
員
そ
の
他
の
会
計
職
員
の
任
命
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則

(

〃

)

…
…
…
三

△

広
島
県
動
物
愛
護
管
理
条
例
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則

(

食
品
衛
生
室)

…
…
…
三

△

広
島
県
果
樹
農
業
振
興
審
議
会
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
規

則

(

農
産
振
興
室)

…
…
…
五

(

以
上
県
法
規
登
載)

告

示

△

出
納
長
の
事
務
の
一
部
委
任
の
解
除

(
審
査
指
導
室)

…
…
…
六

△

特
定
計
量
器
の
定
期
検
査
の
実
施

(

計
量
検
定
室)

…
…
…
六

△

告
示
の
廃
止

(

農
産
振
興
室)

…
…
…
七

(

県
法
規
登
載)

△

許
可
を
す
べ
き
皆
伐
面
積
の
限
度

(

治

山

室)
…
…
…
七

△

急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
の
指
定

(

砂

防

室)

…
…
…
九

△

都
市
計
画
事
業
の
認
可

(

都
市
整
備
室)

…
…
一
一

△

港
湾
隣
接
地
域
の
指
定
に
関
す
る
公
聴
会
の
開
催

(

港
湾
管
理
室)

…
…
一
二

公

告

△

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
認
証
申
請

(

文
化
・
県
民
協
働
室)

…
…
一
二

△

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
の
規
定
に
よ
る
県
の
意
見

(

地
域
産
業
振
興
室)

…
…
一
二

△

市
町
村
都
市
計
画
の
決
定
に
係
る
図
書
の
写
し

(

都
市
企
画
室)

…
…
一
二

△

土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
の
認
可

(

福
山
地
域
事
務
所)

…
…
一
三

△

土
地
改
良
区
の
役
員
の
就
任

(

〃

)

…
…
一
三

選
挙
管
理
委
員
会
告
示

△

不
在
者
投
票
の
で
き
る
施
設
の
指
定

一
三

公
安
委
員
会
告
示

△

遊
技
機
の
型
式
の
検
定
の
告
示

一
三

正

誤

△

平
成
十
八
年
三
月
十
六
日
付
け
広
島
県
報

(

定
期)

第
二
十
号
中

広
島
県
告
示
第
二
百
八
十
号
の
訂
正

(

治

山

室)

…
…
一
四

△

平
成
十
八
年
三
月
十
日
付
け
広
島
県
報

(

号
外)

第
三
十
六
号
中

広
島
県
警
察
本
部
告
示
の
番
号
の
訂
正

…
…
…
一
四

公公公
布布布
さささ
れれれ
たたた
規規規
則則則
ののの
あああ
ららら
ままま
ししし

★

広
島
県
会
計
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

(

規
則
第
五
十
四
号)

(

審
査
指
導
室)

一

改
正
の
要
旨

１

道
路
交
通
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
放
置
違
反
金
仮
納
付
金
を
歳
入
歳
出
外
現
金
と
し
て
受
け
入

れ
る
た
め
、
必
要
な
改
正
を
行
っ
た
。

２

日
本
郵
政
公
社
を
収
納
代
理
金
融
機
関
に
指
定
し
た
こ
と
に
伴
い
、
必
要
な
規
定
の
整
理
を
行
っ

た
。

二

施
行
期
日

平
成
十
八
年
六
月
一
日

★

出
納
員
そ
の
他
の
会
計
職
員
の
任
命
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則(

規
則
第
五
十
五
号)

(

審
査
指
導
室)

一

改
正
の
要
旨

道
路
交
通
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
放
置
違
反
金
に
係
る
現
金
の
出
納
等
を
委
任
す
る
者
を
出
納
員

に
任
命
す
る
な
ど
の
必
要
な
改
正
を
行
っ
た
。

二

施
行
期
日

平
成
十
八
年
六
月
一
日

★

広
島
県
動
物
愛
護
管
理
条
例
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

(

規
則
第
五
十
六
号)

(

食
品
衛

生
室)

一

改
正
の
要
旨

動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
動
物
取
扱
業
に
つ
い
て
登
録
制
が
導

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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入
さ
れ
た
こ
と
及
び
特
定
動
物
の
飼
養
又
は
保
管
に
つ
い
て
条
例
に
よ
る
規
制
措
置
に
代
え
て
許
可
制

が
導
入
さ
れ
た
こ
と
な
ど
に
伴
い
、
次
の
と
お
り
関
係
規
則
の
規
定
を
整
備
し
た
。

二

施
行
期
日

平
成
十
八
年
六
月
一
日

★

広
島
県
果
樹
農
業
振
興
審
議
会
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
規
則

(

規
則
第
五
十
七
号)

(

農
産
振

興
室)

一

改
正
の
要
旨

広
島
県
か
ん
き
つ
規
格
条
例
の
廃
止
に
伴
い
、
か
ん
き
つ
の
規
格
及
び
こ
れ
に
よ
る
格
付
制
度
を
廃

止
す
る
た
め
、
関
係
規
則
の
整
備
を
行
っ
た
。

二

施
行
期
日

平
成
十
八
年
六
月
一
日

規規規

則則則

広
島
県
会
計
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
八
年
六
月
一
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

広
島
県
規
則
第
五
十
四
号

広
島
県
会
計
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

広
島
県
会
計
規
則

(

昭
和
三
十
九
年
広
島
県
規
則
第
二
十
九
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
中

｢

収
納
代
理
金
融
機
関｣

の
下
に

｢(

日
本
郵
政
公
社
を
除
く
。)｣

を
加
え
、
同
条
に
次
の
一

項
を
加
え
る
。

２

収
納
代
理
金
融
機
関

(

日
本
郵
政
公
社
に
限
る
。)

は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
に
係
る
県
の
歳
入
金
及
び

歳
入
歳
出
外
現
金
の
収
納
に
関
す
る
事
務
を
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
る
。

一

自
動
車
税

二

放
置
違
反
金

三

放
置
違
反
金
仮
納
付
金

第
十
四
条
の
二
第
一
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中

｢

収
納
代
理
金
融
機
関｣

の
下
に

｢(

日
本
郵
政
公
社

を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。)｣

を
加
え
る
。

第
十
五
条
第
四
項
中

｢

収
納
代
理
金
融
機
関｣

の
下
に

｢(

日
本
郵
政
公
社
を
除
く
。)｣

を
加
え
、
同
項

た
だ
し
書
中

｢

現
金
払
込
書
の
添
付｣

を

｢

現
金
払
込
書｣

に
改
め
る
。

第
四
十
二
条
第
二
項
中
第
十
一
号
を
第
十
二
号
と
し
、
第
十
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
一

放
置
違
反
金
仮
納
付
金

第
四
十
五
条
第
四
項
中

｢

収
納
代
理
金
融
機
関｣

の
下
に

｢(

日
本
郵
政
公
社
を
除
く
。
次
項
に
お
い
て

同
じ
。)｣

を
加
え
る
。

第
六
十
五
条
中

｢

収
納
代
理
金
融
機
関｣

の
下
に

｢(

日
本
郵
政
公
社
を
除
く
。)｣

を
加
え
る
。

第
六
十
八
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

４

第
一
項
及
び
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
収
納
代
理
金
融
機
関
が
日
本
郵
政
公
社
の
場
合
に
あ
つ
て

は
、
日
本
郵
政
公
社
は
、
納
入
者
か
ら
現
金
の
納
付
を
受
け
た
と
き
は
、
こ
れ
を
領
収
し
て
領
収
証
書
を

納
入
者
に
交
付
し
、
領
収
済
通
知
書

(

電
磁
的
記
録
を
含
む
。)

を
指
定
金
融
機
関
を
経
由
し
て
出
納
長

に
送
付
し
、
そ
の
領
収
し
た
現
金
を
郵
便
振
替
法

(

昭
和
二
十
三
年
法
律
第
六
十
号)

第
五
十
八
条
の
規

定
に
よ
り
県
が
加
入
す
る
公
金
に
関
す
る
郵
便
振
替
の
口
座
に
払
い
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

出
納
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
払
い
込
ま
れ
た
公
金
を
払
い
出
し
て
、
指
定
金
融
機
関
の
預
金
と
し

よ
う
と
す
る
と
き
は
、
指
定
金
融
機
関
を
し
て
収
納
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。

別
記
様
式
第
六
号
そ
の
６
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。
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広
島
県
手
数
料
条
例
施
行
規
則

広
島
県
地
方
機
関
の
長
に
対
す
る
事

務
委
任
規
則

広
島
県
動
物
愛
護
管
理
条
例
施
行
規

則

規

則

名

犬
又
は
ね
こ
の
引
取
り
手
数
料
の
徴
収
方
法
及
び
徴
収

時
期
を
定
め
た
。

動
物
取
扱
業
の
登
録
等
に
係
る
知
事
の
権
限
を
動
物
愛

護
セ
ン
タ
ー
所
長
に
委
任
し
た
。

特
定
動
物
の
飼
養
許
可
に
係
る
規
定
を
整
理
し
た
。

内

容

(定期)





広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

広
島
県
規
則
第
五
十
六
号

広
島
県
動
物
愛
護
管
理
条
例
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

(

広
島
県
動
物
愛
護
管
理
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正)

第
一
条

広
島
県
動
物
愛
護
管
理
条
例
施
行
規
則

(

昭
和
五
十
五
年
広
島
県
規
則
第
六
十
二
号)

の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
を
削
り
、
第
四
条
を
第
三
条
と
す
る
。

第
五
条
か
ら
第
十
三
条
ま
で
を
削
る
。

第
十
四
条
中

｢

第
十
二
条｣
を

｢

第
六
条｣

に
改
め
、｢

又
は
特
定
動
物｣

を
削
り
、｢

別
記
様
式
第
六

号
又
は
別
記
様
式
第
七
号｣

を

｢
別
記
様
式
第
一
号｣

に
改
め
、
同
条
を
第
四
条
と
す
る
。

第
十
五
条
中

｢

第
十
四
条
第
一
項｣
を

｢

第
八
条
第
一
項｣

に
改
め
、
同
条
第
一
号
ハ
を
次
の
よ
う
に

改
め
る
。

ハ

動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律

(

昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
五
号)

第
二
十
六
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
て
い
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
許
可
の
番
号
及
び
そ
の
年
月
日

第
十
五
条
を
第
五
条
と
す
る
。

第
十
六
条
中

｢

第
十
七
条
第
二
項｣

を

｢

第
十
条
第
二
項｣
に
、

｢

別
記
様
式
第
八
号｣

を

｢

別
記
様

式
第
二
号｣

に
改
め
、
同
条
を
第
六
条
と
す
る
。

別
表
第
一
及
び
別
表
第
二
を
削
る
。

別
記
様
式
第
一
号
か
ら
別
記
様
式
第
五
号
ま
で
を
削
る
。

別
記
様
式
第
六
号
中

｢
(第

14条
関
係
)
｣

を

｢
(第
４
条
関
係
)
｣

に
改
め
、
同
様
式
を
別
記
様
式

第
一
号
と
す
る
。

別
記
様
式
第
七
号
を
削
る
。

別
記
様
式
第
八
号
中

｢
(第

16条
関
係
)
｣

を

｢
(第
６
条
関
係
)
｣

に
改
め
、
同
様
式
(表)
中

｢第
17

条
第
１
項
｣

を

｢第
10条

第
１
項
｣

に
改
め
、
同
様
式
(裏)
中

｢第
17条

｣

を

｢第
10条

｣

に
改
め
、
同
様

式
を
別
記
様
式
第
二
号
と
す
る
。

(

広
島
県
地
方
機
関
の
長
に
対
す
る
事
務
委
任
規
則
の
一
部
改
正)

第
二
条

広
島
県
地
方
機
関
の
長
に
対
す
る
事
務
委
任
規
則

(

昭
和
三
十
九
年
広
島
県
規
則
第
五
十
六
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
一
条
第
二
号
及
び
第
二
号
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二

動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律(

昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
五
号
。
次
号
に
お
い
て｢

法｣

と
い
う
。)

に
基
づ
く
知
事
の
権
限
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も
の

(一)

第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
動
物
取
扱
業
の
登
録

(二)

第
十
一
条
第
一
項

(

第
十
三
条
第
二
項
及
び
第
十
四
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。)

の
規
定
に
よ
る
動
物
取
扱
業
者
登
録
簿
へ
の
登
録

(三)

第
十
一
条
第
二
項

(

第
十
三
条
第
二
項
及
び
第
十
四
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。)

の
規
定
に
よ
る
動
物
取
扱
業
者
登
録
簿
に
登
録
し
た
旨
の
通
知

(四)

第
十
二
条
第
二
項

(

第
十
三
条
第
二
項
、
第
十
四
条
第
三
項
及
び
第
十
九
条
第
二
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
規
定
に
よ
る
通
知

(五)

第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
動
物
取
扱
業
の
登
録
の
更
新

(六)

第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
事
項
等
の
変
更
の
事
前
の
届
出
の
受
付

(七)

第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
事
項
等
の
変
更
の
事
後
の
届
出
の
受
付

(八)

第
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
動
物
取
扱
業
者
登
録
簿
の
閲
覧

(九)

第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
動
物
取
扱
業
の
廃
業
等
の
届
出
の
受
付

(十)

第
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
動
物
取
扱
業
者
の
登
録
の
抹
消

( )��
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
動
物
取
扱
業
者
の
登
録
の
取
消
し
又
は
業
務
の
停
止
の
命
令

( )��
第
二
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
動
物
取
扱
責
任
者
研
修
の
実
施

( )��
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
動
物
の
管
理
の
方
法
等
の
改
善
の
勧
告

( )��
第
二
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
動
物
取
扱
責
任
者
研
修
の
受
講
に
係
る
措
置
の
勧
告

( )��
第
二
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
に
従
わ
な
い
者
に
対
す
る
措
置
の
命
令

( )��
第
二
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
徴
収
及
び
立
入
調
査

( )��
第
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
周
辺
の
生
活
環
境
の
保
全
に
係
る
措
置
の
勧
告

( )��
第
二
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
に
従
わ
な
い
者
に
対
す
る
措
置
の
命
令

( )��
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
動
物
の
飼
養
又
は
保
管
の
許
可

( )��
第
二
十
七
条
第
二
項

(

第
二
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
規
定
に

よ
る
条
件
の
付
与

( )���
第
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
動
物
の
飼
養
又
は
保
管
に
係
る
事
項
の
変
更
の
許
可

( )���
第
二
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
動
物
の
飼
養
又
は
保
管
に
係
る
軽
微
な
変
更
の
届
出

の
受
付

( )���
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
特
定
動
物
の
飼
養
又
は
保
管
に
係
る
許
可
の
取
消
し

( )���
第
三
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
特
定
動
物
の
飼
養
又
は
保
管
に
係
る
措
置
の
命
令

( )���
第
三
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
動
物
の
飼
養
又
は
保
管
に
係
る
報
告
の
徴
収
及
び
立

入
検
査

( )���
第
三
十
五
条
第
一
項

(

同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
規
定
に
よ
る
犬

又
は
ね
こ
の
引
取
り
及
び
引
き
取
る
べ
き
場
所
の
指
定

( )���
第
三
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
市
町
長
へ
の
必
要
な
協
力
の
求
め

( )���
第
三
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
犬
又
は
ね
こ
の
引
取
り
の
委
託

( )���
第
三
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
報
の
受
付

( )��
第
三
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
動
物
又
は
動
物
の
死
体
の
収
容
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( )���
第
三
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
繁
殖
制
限
の
指
導
及
び
助
言

二
の
二

動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

(

平
成
十
八
年
環
境
省
令
第
一
号)

に
基

づ
く
知
事
の
権
限
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も
の

(一)

第
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
動
物
取
扱
業
の
登
録
に
係
る
書
類
の
提
出
の
要
求

(二)

第
二
条
第
五
項

(

第
四
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
規
定
に
よ
る
動
物

取
扱
業
の
登
録
証
の
交
付

(三)

第
二
条
第
六
項

(

第
四
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
規
定
に
よ
る
動
物

取
扱
業
の
登
録
証
の
再
交
付

(四)

第
二
条
第
八
項

(
第
四
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
規
定
に
よ
る
動
物

取
扱
業
の
登
録
証
を
亡
失
し
た
旨
の
届
出
の
受
付

(五)

第
二
条
第
九
項

(

第
四
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
規
定
に
よ
る
動
物

取
扱
業
の
登
録
証
の
返
納
の
受
付

(六)

第
五
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
事
項
等
の
変
更
に
係
る
書
類
の
提
出
の
要
求

(七)

第
十
条
第
三
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
他
の
都
道
府
県
知
事
が
開
催
す
る
動
物
取
扱
責
任
者

研
修
を
受
け
さ
せ
る
場
合
の
定
め
及
び
他
の
都
道
府
県
知
事
が
実
施
す
る
動
物
取
扱
責
任
者
研
修

の
指
定

(八)

第
十
三
条
第
十
号
の
規
定
に
よ
る
他
の
都
道
府
県
又
は
市
町
で
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
許
可

を
受
け
た
者
が
三
日
を
超
え
な
い
期
間
特
定
動
物
の
飼
養
又
は
保
管
を
す
る
場
合
の
通
知
の
受
付

(九)

第
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
許
可
の
有
効
期
間
の
設
定

(十)

第
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
動
物
の
飼
養
又
は
保
管
の
許
可
に
係
る
書
類
の
提
出
の

要
求

( )��
第
十
五
条
第
五
項

(

第
十
八
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)
の
規
定
に
よ
る

特
定
動
物
の
飼
養
又
は
保
管
の
許
可
証
の
交
付

( )��
第
十
五
条
第
六
項

(

第
十
八
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
規
定
に
よ
る

特
定
動
物
の
飼
養
又
は
保
管
の
許
可
証
の
再
交
付

( )��
第
十
五
条
第
八
項

(

第
十
八
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
規
定
に
よ
る

特
定
動
物
の
飼
養
又
は
保
管
の
許
可
証
を
亡
失
し
た
旨
の
届
出
の
受
付

( )��
第
十
五
条
第
九
項

(

第
十
八
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
規
定
に
よ
る

特
定
動
物
の
飼
養
又
は
保
管
の
許
可
証
の
返
納
の
受
付

( )��
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
動
物
の
飼
養
又
は
保
管
の
廃
止
の
届
出
の
受
付

( )��
第
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
動
物
の
飼
養
又
は
保
管
に
係
る
事
項
の
変
更
に
係
る
書

類
の
提
出
の
要
求

( )��
第
二
十
条
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
の
特
定
動
物
に
対
す
る
措
置
内
容
の
届
出
の
受
付

第
十
一
条
第
三
号
中
(一)
か
ら
(四)
ま
で
を
削
り
、
同
号
(五)
中｢

第
十
三
条
第
一
項｣

を｢

第
七
条
第
一
項｣

に
改
め
、
同
号
(五)
を
同
号
(一)
と
し
、
同
号
(六)
中

｢

第
十
三
条
第
二
項｣

を

｢

第
七
条
第
二
項｣

に
改
め
、

同
号
(六)
を
同
号
(二)
と
し
、
同
号
(七)
中

｢

第
十
四
条
第
一
項｣

を

｢

第
八
条
第
一
項｣

に
改
め
、
同
号
(七)
を

同
号
(三)
と
し
、
同
号
(八)
中

｢

第
十
四
条
第
三
項｣

を

｢

第
八
条
第
三
項｣

に
改
め
、
同
号
(八)
を
同
号
(四)
と

し
、
同
号
(九)
を
削
り
、
同
号
(十)
中

｢

第
十
五
条
第
二
項｣

を

｢

第
九
条｣

に
、｢

措
置
命
令｣

を

｢

措
置

の
命
令｣

に
改
め
、
同
号
(十)
を
同
号
(五)
と
し
、
同
号
( )��を
削
り
、
同
号
( )��中

｢

第
十
七
条
第
一
項｣

を

｢

第
十
条
第
一
項｣

に
改
め
、
同
号
( )��を
同
号
(六)
と
し
、
同
号
( )��中

｢

第
十
八
条｣

を

｢

第
十
一
条｣

に

改
め
、
同
号
( )��を
同
号
(七)
と
し
、
同
号
( )��中

｢

第
十
九
条
第
一
項｣

を

｢

第
十
二
条
第
一
項｣

に
改
め
、

同
号
( )��を
同
号
(八)
と
し
、
同
号
( )��中

｢

第
十
九
条
第
二
項｣

を

｢

第
十
二
条
第
二
項｣

に
改
め
、
同
号
( )��

を
同
号
(九)
と
し
、
同
条
第
四
号
を
削
り
、
同
条
第
四
号
の
二
中

｢

本
条
第
二
号
(六)
及
び
(九)｣

を

｢

本
条
第

二
号
( )��、
( )��、
( )��、
( )���及
び
( )���｣

に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
四
号
と
し
、
同
条
第
五
号
中

｢

本
条
第
三

号
(十)
及
び
( )��｣

を

｢

本
条
第
三
号
(五)｣

に
改
め
る
。

(

広
島
県
手
数
料
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正)

第
三
条

広
島
県
手
数
料
条
例
施
行
規
則

(

平
成
十
二
年
広
島
県
規
則
第
四
十
一
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
た
だ
し
書
中

｢

及
び｣

を

｢

に
規
定
す
る
手
数
料

(

保
育
士
試
験
手
数
料
を
除
く
。)

、

同
表｣

に
、｢

そ
れ
ぞ
れ
の
手
数
料

(

条
例
別
表
児
童
福
祉
法

(｣

を

｢

手
数
料
及
び
同
表
動
物
の
愛
護

及
び
管
理
に
関
す
る
法
律

(

昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
五
号
。｣

に
、｢

保
育
士
試
験
手
数
料
を
除
く｣

を

｢

手
数
料

(

犬
又
は
ね
こ
の
引
取
り
手
数
料
に
限
る｣

に
改
め
る
。

第
三
条
中

｢

条
例
別
表
旅
券
法

(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号)

の
項
に
規
定
す
る
そ
れ
ぞ

れ
の｣

を

｢

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る｣

に
、｢

一
般
旅
券
の
受
領
の｣

を

｢

そ
れ
ぞ
れ
同
表
下
欄
に
掲

げ
る｣

に
改
め
、
同
条
に
次
の
表
を
加
え
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

広
島
県
果
樹
農
業
振
興
審
議
会
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
八
年
六
月
一
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山
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二

条
例
別
表
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律

(

昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
五
号
。
以
下
こ
の
項
に

お
い
て

｢

法｣

と
い
う
。)

の
項
に
規
定
す
る
犬
又
は

ね
こ
の
引
取
り
手
数
料

一

条
例
別
表
旅
券
法(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
六

十
七
号)

の
項
に
規
定
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
手
数
料

犬
又
は
ね
こ
を
引
き
取
る
時

一
般
旅
券
の
受
領
の
時

(定期)



広
島
県
規
則
第
五
十
七
号

広
島
県
果
樹
農
業
振
興
審
議
会
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
規
則

(
広
島
県
果
樹
農
業
振
興
審
議
会
規
則
の
一
部
改
正)

第
一
条

広
島
県
果
樹
農
業
振
興
審
議
会
規
則

(

昭
和
三
十
七
年
広
島
県
規
則
第
三
十
六
号)

の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
第
二
号
を
削
り
、
第
三
号
を
第
二
号
と
す
る
。

第
八
条
及
び
第
九
条
を
削
り
、
第
十
条
を
第
八
条
と
し
、
第
十
一
条
を
第
九
条
と
す
る
。

(

広
島
県
行
政
組
織
規
則
の
一
部
改
正)

第
二
条

広
島
県
行
政
組
織
規
則

(
昭
和
三
十
九
年
広
島
県
規
則
第
十
八
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
二
十
条
第
一
項
の
表
農
林
水
産
部
の
部
農
水
産
振
興
局
の
款
農
産
振
興
室
の
項
中

｢

並
び
に
広
島
県

か
ん
き
つ
規
格｣

を
削
る
。

(

広
島
県
か
ん
き
つ
規
格
条
例
施
行
規
則
及
び
広
島
県
か
ん
き
つ
規
格
指
導
員
設
置
規
則
の
廃
止)

第
三
条

次
に
掲
げ
る
規
則
は
、
廃
止
す
る
。

一

広
島
県
か
ん
き
つ
規
格
条
例
施
行
規
則

(

昭
和
三
十
五
年
広
島
県
規
則
第
九
十
六
号)

二

広
島
県
か
ん
き
つ
規
格
指
導
員
設
置
規
則

(

昭
和
三
十
五
年
広
島
県
規
則
第
百
七
号)

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

告告告

示示示

広
島
県
告
示
第
五
百
九
十
号

地
方
自
治
法

(

昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
。
以
下

｢

法｣

と
い
う
。)

第
百
七
十
一
条
第
四
項
の

規
定
に
よ
っ
て
、
次
の
と
お
り
出
納
長
の
事
務
の
一
部
の
委
任
を
解
除
さ
せ
た
。

平
成
十
八
年
六
月
一
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

広
島
県
告
示
第
五
百
九
十
一
号

計
量
法

(

平
成
四
年
法
律
第
五
十
一
号)

第
二
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
特
定
計
量
器
の
定
期
検
査
を
次
の

と
お
り
実
施
す
る
。

平
成
十
八
年
六
月
一
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

一

区
域三

原
市

(

旧
久
井
町
は
除
く
。)

二

対
象
と
な
る
特
定
計
量
器

非
自
動
は
か
り
、
分
銅
及
び
お
も
り

三

検
査
の
日
時
及
び
場
所

四

所
在
場
所
に
お
け
る
定
期
検
査

(

ひ
ょ
う
量
一
ト
ン
以
上
の
大
型
は
か
り
を
除
く
。)

の
期
日
及
び
場

所
実

施

期

日

実

施

場

所

平
成
十
八
年
六
月
二
十
六
日
か
ら

当
該
計
量
器
の
所
在
場
所
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広
島
県
立
呉
昭
和
高
等
学
校
に

所
属
す
る
次
の
職
員

中

川

新

吾

出
納
長
の
事
務
の
一
部
の

委
任
を
解
除
し
た
出
納
員

一

当
該
出
納
員
の
所
属
す
る
廨
の
会
計
事
務(

法
第

百
七
十
条
第
二
項
第
二
号
及
び
第
七
号
に
規
定
す
る

会
計
事
務
を
除
く
。)

解

除

し

た

事

務

平
成
一
八
年
五
月
九
日

解
除
し
た
年
月
日

〃

・

〃
・
一
三

〃

・

〃
・
一
二

〃

・

〃
・
一
一

〃

・

〃
・
一
〇

〃

・

〃
・

六

〃

・

〃
・

五

〃

・

〃
・

四

〃

・

七
・

三

〃

・

〃
・
二
八

〃

・

〃
・
二
七

平
成
一
八
・

六
・
二
六

実

施

期

日

一
〇
・
三
〇
〜
一
五
・
〇
〇

一
〇
・
三
〇
〜
一
五
・
〇
〇

一
〇
・
三
〇
〜
一
五
・
〇
〇

一
〇
・
三
〇
〜
一
五
・
〇
〇

一
〇
・
三
〇
〜
一
五
・
〇
〇

一
〇
・
三
〇
〜
一
五
・
〇
〇

一
三
・
〇
〇
〜
一
四
・
三
〇

一
〇
・
三
〇
〜
一
一
・
三
〇

一
三
・
〇
〇
〜
一
五
・
〇
〇

一
〇
・
三
〇
〜
一
一
・
三
〇

九
・
三
〇
〜
一
二
・
〇
〇

一
三
・
〇
〇
〜
一
五
・
三
〇

一
一
・
〇
〇
〜
一
二
・
〇
〇

一
三
・
三
〇
〜
一
五
・
〇
〇

一
一
・
〇
〇
〜
一
二
・
〇
〇

器

物

受

付

時

間

三
原
市
役
所
本
郷
支
所

三
原
市
役
所(

西
側
車
庫)

三
原
農
協
本
店

大
和
文
化
セ
ン
タ
ー

神
明
会
館

糸
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

三
原
市
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー

中
之
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

三
原
農
協
八
幡
出
張
所

小
佐
木
桟
橋
待
合
所

三
原
農
協
鷺
浦
出
張
所

三
原
農
協
鷺
浦
営
農
生
活
セ
ン
タ
ー

三
原
農
協
三
原
西
支
店

三
原
農
協
幸
崎
支
店

実

施

場

所

(定期)



平
成
十
八
年
八
月
二
十
五
日
ま
で

五

定
期
検
査
実
施
機
関

指
定
定
期
検
査
機
関

社
団
法
人

広
島
県
計
量
協
会

広
島
県
告
示
第
五
百
九
十
二
号

次
に
掲
げ
る
告
示
は
、
廃
止
す
る
。

平
成
十
八
年
六
月
一
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

一

昭
和
三
十
六
年
広
島
県
告
示
第
七
号

(

広
島
県
か
ん
き
つ
規
格)

二

昭
和
四
十
四
年
広
島
県
告
示
第
八
百
二
十
六
号

(

か
ん
き
つ
の
消
費
地
域
の
指
定)

広
島
県
告
示
第
五
百
九
十
三
号

森
林
法
施
行
令

(

昭
和
二
十
六
年
政
令
第
二
百
七
十
六
号)

第
四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
森

林
法

(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号)

第
三
十
四
条
第
一
項
の
許
可
を
す
べ
き
皆
伐
面
積
の
限
度

を
、
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

平
成
十
八
年
六
月
一
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

一

水
源
か
ん
養
保
安
林

二

土
砂
流
出
防
備
保
安
林
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� � �

〃
江
の
川
上
流

〃 〃 〃 〃 〃
太

田

川

森

林

計

画

区

名

生

田

川

〃

三

篠

川

可

愛

川

太
田
川
下
流

太
田
川
上
流

小
瀬
川
上
流

上
水
内
川

皆
伐
に
よ
る

伐
採
面
積
の

許
容
限
度
を

定
め
る
集
団

の
所
在
場
所

安
芸
高
田
市(

向
原
町
を
除
く
。)

安
芸
高
田
市
向
原
町

広
島
市
安
佐
北
区
白
木
町

山
県
郡
北
広
島
町(

旧
大
朝
町
・
旧
千
代
田
町)

広
島
市(

東
区
旧
安
芸
町
・
安
芸
区
船
越
町
・
旧
瀬
野
川
町
・

阿
戸
町
・
旧
矢
野
町
・
安
佐
北
区
白
木
町
・
佐
伯
区
を
除
く
。)

山
県
郡
安
芸
太
田
町
・
北
広
島
町(

旧
芸
北
町
・
旧
豊
平
町)

廿
日
市
市(

旧
佐
伯
町)

広
島
市(

旧
湯
来
町)

、
廿
日
市
市
吉
和

包

括

市

町

名

七
三
八
・
一
九

三
三
五
・
一
五

四
四
八
・
九
八

一
三
〇
・
一
六

二
、一
四
〇
・
〇
四

三
三
二
・
三
四

七
九
二
・
五
二

皆
伐
面
積
の
限
度

(
ヘ
ク
タ
ー
ル)

� � �� � �

〃 〃 〃 〃
瀬

戸

内

高
梁
川
上
流

瀬

戸

内

〃 〃
江
の
川
上
流

瀬

戸

内

〃

黒
瀬
川
上
流

沼
田
川
上
流

尾
道
地
区

世
羅
台
地

芦

田

川

神
石
地
区

〃

甲
奴
地
区

東

城

川

西

城

川

〜
比
和
川

〃

神
野
瀬
川

東
広
島
市(

高
屋
町
・
福
富
町
・
豊
栄
町
・
河
内
町
・
安
芸

津
町
を
除
く
。)

東
広
島
市
高
屋
町
・
福
富
町
・
豊
栄
町
・
河
内
町
、
三
原
市

大
和
町

尾
道
市(

向
東
町
・
旧
因
島
市
・
瀬
戸
田
町
・
向
島
町
を
除

く
。)

、
三
原
市
久
井
町

世
羅
郡
世
羅
町(

旧
世
羅
西
町
を
除
く
。)

福
山
市(

内
海
町
を
除
く
。)

、
府
中
市(

上
下
町
を
除
く
。)

神
石
郡
神
石
高
原
町

府
中
市
上
下
町

庄
原
市
総
領
町
、
三
次
市
甲
奴
町

庄
原
市
東
城
町

庄
原
市(

東
城
町
・
高
野
町
・
総
領
町
を
除
く
。)

世
羅
郡
世
羅
町(

旧
世
羅
西
町)

三
次
市(

甲
奴
町
を
除
く
。)

、
庄
原
市
高
野
町

六
三
・
五
四

二
〇
三
・
六
二

三
・
五
四

一
九
〇
・
五
六

三
一
七
・
〇
二

七
七
五
・
四
九

三
二
七
・
六
六

三
六
五
・
五
〇

一
、三
八
三
・
九
七

一
、八
四
四
・
六
二

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃
江
の
川
上
流

〃 〃 〃
高
梁
川
上
流

森

林

計

画

区

名

庄
原
市(
総
領
町
・
西
城
町
・
東
城
町
・
口
和
町
・
高
野
町
・
比
和
町
を
除

く
。)

三
次
市
三
和
町

三
次
市
三
良
坂
町

三
次
市
吉
舎
町

三
次
市
作
木
町

三
次
市
布
野
町

三
次
市
君
田
町

三
次
市
甲
奴
町

三
次
市(

甲
奴
町
・
君
田
町
・
布
野
町
・
作
木
町
・
吉
舎
町
・
三
良
坂
町
・

三
和
町
を
除
く
。)

〃

神
石
高
原
町(

旧
三
和
町)

〃

神
石
高
原
町(

旧
豊
松
村)

〃

神
石
高
原
町(

旧
神
石
町)

神
石
郡
神
石
高
原
町(

旧
油
木
町)

皆
伐
に
よ
る
伐
採
面
積
の
許
容
限
度
を
定
め
る
集
団
の
所
在
場
所

二
六
・
四
八

一
七
・
八
二

三
・
七
四

一
四
・
五
五

四
・
一
六

一
二
・
九
三

六
・
三
〇

一
七
・
〇
四

二
五
・
七
〇

二
三
・
九
二

〇
・
四
八

〇
・
八
六

一
・
八
二

皆
伐
面
積
の
限
度

(

ヘ
ク
タ
ー
ル)

(定期)
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瀬

戸

内

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃
太

田

川

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

呉
市(

下
蒲
刈
町
・
川
尻
町
・
音
戸
町
・
倉
橋
町
・
蒲
刈
町
・
安
浦
町
・
豊

浜
町
・
豊
町
を
除
く
。)

〃

北
広
島
町(

旧
豊
平
町)

〃

北
広
島
町(

旧
千
代
田
町)

〃

北
広
島
町(

旧
大
朝
町)

〃

北
広
島
町(

旧
芸
北
町)

〃

安
芸
太
田
町(

旧
戸
河
内
町)

〃

安
芸
太
田
町(

旧
筒
賀
村)

山
県
郡
安
芸
太
田
町(

旧
加
計
町)

〃

坂
町

〃

熊
野
町

〃

海
田
町

安
芸
郡
府
中
町

廿
日
市
市(

旧
大
野
町)

廿
日
市
市(

旧
佐
伯
町)

廿
日
市
市
吉
和

廿
日
市
市(

吉
和
・
旧
佐
伯
町
・
旧
大
野
町
・
宮
島
町
を
除
く
。)

大
竹
市

広
島
市(

旧
湯
来
町)

広
島
市(

旧
湯
来
町
を
除
く
。)

安
芸
高
田
市
向
原
町

安
芸
高
田
市
甲
田
町

安
芸
高
田
市
高
宮
町

安
芸
高
田
市
八
千
代
町

安
芸
高
田
市
吉
田
町

庄
原
市
比
和
町

庄
原
市
高
野
町

庄
原
市
口
和
町

庄
原
市
東
城
町

庄
原
市
西
城
町

庄
原
市
総
領
町

二
一
六
・
八
八

一
〇
・
三
四

二
四
・
一
九

二
二
・
二
〇

三
・
一
〇

三
六
・
五
〇

一
三
・
六
六

四
九
・
五
二

二
四
・
四
四

五
三
・
七
〇

一
一
・
〇
〇

一
八
・
八
四

二
二
五
・
〇
一

一
四
三
・
二
四

〇
・
八
四

七
一
・
〇
二

一
五
二
・
六
九

五
七
・
一
五

五
五
八
・
〇
七

四
六
・
一
六

一
三
・
三
四

一
九
・
三
六

二
六
・
六
八

三
六
・
四
八

一
八
・
七
八

一
六
・
四
二

一
〇
・
八
八

三
三
・
五
四

八
・
一
二

〇
・
五
六

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

東
広
島
安
芸
津
町

東
広
島
市
河
内
町

東
広
島
市
豊
栄
町

東
広
島
市
福
富
町

東
広
島
市(

旧
黒
瀬
町)

東
広
島
市(

旧
黒
瀬
町
・
福
富
町
・
豊
栄
町
・
河
内
町
・
安
芸
津
町
を
除
く
。)

府
中
市
上
下
町

府
中
市(

上
下
町
を
除
く
。)

福
山
市
神
辺
町

福
山
市
沼
隈
町

福
山
市
新
市
町

福
山
市
内
海
町

福
山
市(

内
海
町
・
新
市
町
・
沼
隈
町
・
神
辺
町
を
除
く
。)

尾
道
市
向
島
町

尾
道
市
御
調
町

尾
道
市
瀬
戸
田
町

尾
道
市(

旧
因
島
市)

尾
道
市(

旧
因
島
市
・
瀬
戸
田
町
・
御
調
町
・
向
島
町
を
除
く
。)

三
原
市
久
井
町

三
原
市
本
郷
町

三
原
市
大
和
町

三
原
市(

大
和
町
・
本
郷
町
・
久
井
町
を
除
く
。)

竹
原
市

呉
市
豊
町

呉
市
豊
浜
町

呉
市
安
浦
町

呉
市
蒲
刈
町

呉
市
倉
橋
町

呉
市
音
戸
町

呉
市
川
尻
町

呉
市
下
蒲
刈
町

六
〇
・
九
〇

九
八
・
〇
七

五
〇
・
七
七

二
一
・
八
〇

六
三
・
四
七

三
一
九
・
三
〇

四
二
・
八
〇

五
五
・
一
八

六
〇
・
一
五

四
一
・
一
三

一
六
・
八
一

一
五
・
七
六

二
一
〇
・
九
五

一
・
二
二

一
二
七
・
七
〇

七
・
〇
二

八
・
三
八

一
二
三
・
一
〇

七
五
・
四
九

一
二
七
・
八
四

一
一
八
・
六
五

二
六
三
・
八
二

一
七
六
・
三
九

〇
・
三
六

〇
・
七
八

七
二
・
二
四

一
・
二
六

二
五
・
〇
六

一
・
五
六

四
五
・
九
四

二
・
七
二

(定期)



三

干
害
防
備
保
安
林

四

保
健
保
安
林

広
島
県
告
示
第
五
百
九
十
四
号

急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律

(

昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
七
号)

第
三
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
次
の
土
地
の
区
域
を
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
と
し
て
指
定
す
る
。

平
成
十
八
年
六
月
一
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

一

急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
の
名
称

西
辰
川
二
丁
目
一
四
地
区

二

急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
の
表
示

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
十
七
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
十
七
号

を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域

郡
市

町

村

地

番

呉
市

西
辰
川
二
丁
目

二
六
一
番
一
三

標
柱
一
号
及
び
二
号

〃

〃

二
六
一
番
二

標
柱
三
号
か
ら
五
号
ま
で

〃

〃

二
六
一
番
一

標
柱
六
号
、
十
五
号
及
び
十
六
号

〃

〃

二
五
二
番
一

標
柱
七
号
、
九
号
及
び
十
号

〃

〃

二
五
三
番
二

標
柱
八
号

〃

〃

二
四
二
番
一
地
先
道
路
敷

標
柱
十
一
号

〃

〃

二
三
二
番
四
地
先
道
路
敷

標
柱
十
二
号

〃

〃

二
四
〇
番

標
柱
十
三
号
及
び
十
四
号

〃

〃

二
六
一
番

標
柱
十
七
号

一

急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
の
名
称

東
鹿
田
二
一
地
区

二

急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
の
表
示

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
八
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
八
号
を
結

ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域

郡
市

町

村

地

番

呉
市

東
鹿
田
町

三
六
二
番

標
柱
一
号

〃

〃

三
八
二
番
一

標
柱
二
号

〃

〃

三
八
四
番
一

標
柱
三
号
か
ら
六
号
ま
で

〃

〃

三
五
七
番
二
地
先
道
路
敷

標
柱
七
号
及
び
八
号

一

急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
の
名
称

焼
山
政
畝
二
丁
目
一
三
地
区

二

急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
の
表
示

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
七
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
七
号
を
結

ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域

郡
市

町

村

地

番

呉
市

焼
山
中
央
一
丁
目

二
一
五
六
番
一
四
地
先
河
川
敷

標
柱
一
号

〃

焼
山
政
畝
二
丁
目

八
一
三
番
二
七
六

標
柱
二
号
か
ら
四
号
ま
で

〃

焼
山
中
央
一
丁
目

二
一
五
五
番
一

標
柱
五
号
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〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

〃

世
羅
町(

旧
甲
山
町)

〃

世
羅
町(
旧
世
羅
西
町)

世
羅
郡
世
羅
町(

旧
世
羅
西
町
・
旧
甲
山
町
を
除
く
。)

〃

大
崎
上
島
町(

旧
木
江
町)

豊
田
郡
大
崎
上
島
町(

旧
大
崎
町)
江
田
島
市
大
柿
町

江
田
島
市
沖
美
町

江
田
島
市
能
美
町

江
田
島
市
江
田
島
町

一
八
二
・
六
九

二
四
・
〇
八

七
四
・
九
一

七
・
八
四

五
・
四
四

九
・
六
〇

二
九
・
三
八

四
・
一
二

四
一
・
四
〇

〃

瀬

戸

内

森

林

計

画

区

名

東
広
島
市(

旧
黒
瀬
町
・
福
富
町
・
豊
栄
町
・
河
内
町
・
安
芸
津
町
を
除
く
。)

府
中
市
上
下
町

皆
伐
に
よ
る
伐
採
面
積
の
許
容
限
度
を
定
め
る
集
団
の
所
在
場
所

七
・
五
〇

三
・
〇
〇

皆
伐
面
積
の
限
度

(

ヘ
ク
タ
ー
ル)

瀬
戸
内
森
林
計
画
区

太
田
川
森
林
計
画
区

江
の
川
上
流
森
林
計
画
区

高
梁
川
上
流
森
林
計
画
区

皆
伐
に
よ
る
伐
採
面
積
の
許
容
限
度
を
定
め
る
集
団
の
所
在
場
所

一
三
二
・
一
三

二
七
二
・
二
一

三
一
・
三
一

一
・
七
四

皆
伐
面
積
の
限
度

(

ヘ
ク
タ
ー
ル)

(定期)



〃

〃

二
一
五
三
番
二
地
先
河
川
敷

標
柱
六
号

〃

〃

二
一
五
六
番
一
四
地
先
道
路
敷

標
柱
七
号

一

急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
の
名
称

阿
賀
南
七
丁
目
四
地
区

二

急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
の
表
示

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
十
一
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
十
一
号

を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域

郡
市

町

村

地

番

呉
市

阿
賀
南
七
丁
目

七
二
二
七
番
二

標
柱
一
号

〃

〃

二
一
二
八
番
一
、
四
、
五

標
柱
二
号

〃

〃

七
二
〇
六
番

標
柱
三
号

〃

〃

七
二
一
四
番

標
柱
四
号

〃

〃

七
二
一
六
番

標
柱
五
号
及
び
六
号

〃

〃

七
二
一
五
番

標
柱
七
号

〃

〃

七
二
〇
〇
番
六

標
柱
八
号
及
び
九
号

〃

〃

七
二
〇
〇
番
一
三

標
柱
十
号

〃

〃

七
二
〇
〇
番
七

標
柱
十
一
号

一

急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
の
名
称

阿
賀
北
五
丁
目
二
七
地
区

二

急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
の
表
示

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
六
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
六
号
を
結

ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域

郡
市

町

村

地

番

呉
市

阿
賀
北
五
丁
目

一
一
三
二
番
三
地
先
道
路
敷

標
柱
一
号

〃

〃

一
一
二
九
番

標
柱
二
号
及
び
三
号

〃

〃

一
一
二
七
番
二
、
五
地
先
道
路
敷

標
柱
四
号

〃

〃

一
一
二
七
番
二
、
五

標
柱
五
号

〃

〃

一
一
三
二
番
一
地
先
道
路
敷

標
柱
六
号

一

急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
の
名
称

宮
原
一
丁
目
一
六
地
区

二

急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
の
表
示

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
十
一
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
十
一
号

を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域

郡
市

町

村

地

番

呉
市

宮
原
一
丁
目

一
五
〇
番
一

標
柱
一
号

〃

〃

一
四
七
番
一
地
先
道
路
敷

標
柱
二
号

〃

〃

一
四
八
番
地
先
道
路
敷

標
柱
三
号

〃

〃

一
四
八
番

標
柱
四
号

〃

〃

一
四
九
番

標
柱
五
号
及
び
十
一
号

〃

〃

一
六
〇
番

標
柱
六
号

〃

〃

一
五
九
番
地
先
道
路
敷

標
柱
七
号

〃

〃

一
五
九
番

標
柱
八
号

〃

〃

一
五
三
番

標
柱
九
号

〃

〃

一
五
一
番
地
先
市
道
敷

標
柱
十
号

一

急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
の
名
称

新
宮
八
地
区

(

追
加)

二

急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
の
表
示

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
四
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
、
標
柱
四
号
と
五
号
を
昭
和

六
十
二
年
三
月
三
十
日
広
島
県
告
示
第
三
百
四
十
四
号

(

以
下

｢

告
示｣

と
い
う
。)

で
指
定
し
た
土
地

に
沿
っ
て
結
ん
だ
線
、
標
柱
五
号
と
六
号
を
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
六
号
を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た

土
地
の
区
域
。
た
だ
し
、
標
柱
四
号
及
び
五
号
は
告
示
で
指
定
し
た
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
と
二
号
を

結
ん
だ
線
上
に
存
す
る
も
の
と
す
る
。

郡
市

町

村

地

番

呉
市

新
宮
町

二
〇
八
番
一

標
柱
一
号
及
び
六
号

〃

〃

二
一
〇
番

標
柱
二
号
及
び
三
号

〃

〃

二
〇
七
番
一
地
先
道
路
敷

標
柱
四
号
及
び
五
号

一

急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
の
名
称

牛
ヶ
迫
地
区

(

追
加)

二

急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
の
表
示

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
と
二
号
を
結
ん
だ
線
、
標
柱
二
号
と
三
号
を
昭
和
四
十
六
年
三

月
二
日
広
島
県
告
示
第
二
百
十
五
号

(

以
下

｢

告
示
Ａ｣

と
い
う
。)

で
指
定
し
た
土
地
に
沿
っ
て
結
ん

だ
線
、
標
柱
三
号
と
四
号
を
昭
和
五
十
八
年
一
月
二
十
日
広
島
県
告
示
第
七
十
四
号

(

以
下

｢

告
示
Ｂ｣

と
い
う
。)

で
指
定
し
た
土
地
に
沿
っ
て
結
ん
だ
線
、
標
柱
四
号
と
五
号
を
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
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五
号
を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域
。
た
だ
し
、
標
柱
二
号
は
告
示
Ａ
で
指
定
し
た
土
地
に
存
す

る
標
柱
一
号
と
五
号
を
結
ん
だ
線
上
に
存
し
、
標
柱
三
号
は
告
示
Ａ
で
指
定
し
た
土
地
に
存
す
る
標
柱
五

号
及
び
告
示
Ｂ
で
指
定
し
た
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
と
同
一
と
し
、
標
柱
四
号
は
告
示
Ｂ
で
指
定
し
た

土
地
に
存
す
る
標
柱
四
号
と
同
一
と
す
る
。

郡
市

町

村

地

番

呉
市

室
瀬
町

一
〇
三
番
一
二
地
先
市
道
敷

標
柱
一
号

〃

神
原
町

七
七
番
一

標
柱
二
号

〃

〃

七
七
番
二

標
柱
三
号

〃

〃

七
五
番
一

標
柱
四
号

〃

室
瀬
町

一
〇
三
番
五
地
先
市
道
敷

標
柱
五
号

一

急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
の
名
称

仁
方
西
神
一
七
地
区

(

追
加)

二

急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
の
表
示

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
三
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
、
標
柱
三
号
と
四
号
を
平
成

五
年
三
月
二
十
九
日
広
島
県
告
示
第
三
百
五
十
二
号

(

以
下

｢
告
示｣

と
い
う
。)

で
指
定
し
た
土
地
に

沿
っ
て
結
ん
だ
線
、
標
柱
四
号
と
五
号
を
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
五
号
を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土

地
の
区
域
。
た
だ
し
、
標
柱
三
号
及
び
四
号
は
告
示
で
指
定
し
た
土
地
に
存
す
る
標
柱
二
号
及
び
一
号
と

同
一
と
す
る
。

郡
市

町

村

地

番

呉
市

仁
方
西
神
町

三
二
七
八
番
一

標
柱
一
号

〃

〃

三
二
八
一
番
一

標
柱
二
号

〃

〃

三
二
八
二
番
一

標
柱
三
号

〃

〃

三
二
七
五
番
七

標
柱
四
号

〃

〃

三
二
七
五
番
二
地
先
道
路
敷

標
柱
五
号

一

急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
の
名
称

串
山
二
地
区

二

急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
の
表
示

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
十
二
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
十
二
号

を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域

郡
市

町

村

大
字

字

地

番

呉
市

蒲
刈
町

向

串
山

一
一
三
二
番
三

標
柱
一
号

〃

〃

〃

〃

一
一
三
三
番

標
柱
二
号

〃

〃

〃

〃

一
一
一
五
番
一
八

標
柱
三
号

〃

〃

〃

〃

一
一
三
七
番
三
地
先
道
路
敷

標
柱
四
号

〃

〃

〃

〃

一
一
一
五
番
一

標
柱
五
号

〃

〃

〃

〃

一
一
一
五
番
八

標
柱
六
号

〃

〃

〃

〃

一
一
一
五
番
九

標
柱
七
号

〃

〃

〃

〃

一
一
一
〇
番
四

標
柱
八
号

〃

〃

〃

〃

一
一
一
〇
番
七

標
柱
九
号

〃

〃

〃

〃

一
一
一
四
番
一
地
先
道
路
敷

標
柱
十
号

〃

〃

〃

〃

一
一
一
六
番
二

標
柱
十
一
号

〃

〃

〃

〃

一
一
一
五
番
三
七
地
先
道
路
敷

標
柱
十
二
号

一

急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
の
名
称

八
反
地
区

二

急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
の
表
示

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
六
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
六
号
を
結

ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域

郡

市

町

村

字

地

番

尾
道
市

向
島
町

西
堤

一
一
一
二
番
三
地
先
道
路
敷

標
柱
一
号

〃

〃

〃

一
一
一
四
番
二

標
柱
二
号

〃

〃

〃

一
一
一
二
番
一

標
柱
三
号

〃

〃

八
反

一
〇
五
〇
番
二
地
先
水
路
敷

標
柱
四
号

〃

〃

〃

一
〇
四
九
番
一

標
柱
五
号

〃

〃

西
堤

一
一
一
二
番
二

標
柱
六
号

広
島
県
告
示
五
百
九
十
五
号

都
市
計
画
法

(

昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号)

第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
次
の
と
お
り
都

市
計
画
事
業
を
認
可
し
た
。

平
成
十
八
年
六
月
一
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

一

施
行
者
の
名
称

広
島
市

二

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

広
島
圏
都
市
計
画
道
路
事
業

(

広
島
平
和
記
念
都
市
建
設
事
業)

一
・
四
・
〇
〇
一
号
広
島
南
道
路
及

び
三
・
三
・
三
四
一
号
宇
品
観
音
線

平成18年 6月 1日 (木曜日) 広 島 県 報 (定期) 第 6 2 3 6号
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三

事
業
施
行
期
間

平
成
十
八
年
六
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四

事
業
地

収
用
の
部
分

広
島
市
中
区
江
波
東
二
丁
目
、
江
波
本
町
、
江
波
二
本
松
一
丁
目
、
江
波
西
二
丁
目
地
内

使
用
の
部
分

な
し

広
島
県
告
示
第
五
百
九
十
六
号

港
湾
法

(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号)

第
三
十
七
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
福
山
港
に

係
る
港
湾
隣
接
地
域
の
変
更
に
関
す
る
公
聴
会
の
開
催
に
つ
い
て
告
示
す
る
。

平
成
十
八
年
六
月
一
日

福
山
港
港
湾
管
理
者

広
島
県

代
表
者

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

一

期
日

平
成
十
八
年
六
月
十
六
日
午
後
二
時

二

場
所

福
山
市
三
吉
町
一
丁
目
一
番
一
号

広
島
県
福
山
地
域
事
務
所
第
一
庁
舎
四
階
一
四
二
会
議
室

三

変
更
し
よ
う
と
す
る
地
域

福
山
港
福
山
地
区

(

そ
の
三)

福
山
市
田
尻
町
〜
鞆
町
鞆

公公公

告告告

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法

(

平
成
十
年
法
律
第
七
号)

第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
次
の
と
お
り

特
定
非
営
利
活
動
法
人
認
証
申
請
が
あ
っ
た
。

平
成
十
八
年
六
月
一
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法

(

平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号)

第
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
大
規
模

小
売
店
舗
設
置
者
に
対
し
県
は
意
見
を
有
し
な
い
旨
を
通
知
し
た
。

平
成
十
八
年
六
月
一
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

一

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

名
称

エ
ス
ポ
三
原

所
在
地

三
原
市
城
町
二
丁
目
六
〇
二
―
三
五
九
外

二

県
の
通
知
の
縦
覧
場
所

広
島
県
商
工
労
働
部
産
業
振
興
局
地
域
産
業
振
興
室

(

広
島
市
中
区
基
町
一
○
番
五
二
号)

三
原
市
経
済
部
商
工
振
興
課

(

三
原
市
港
町
三
丁
目
五
番
一
号)

三

県
の
通
知
の
縦
覧
期
間
及
び
縦
覧
の
で
き
る
時
間
帯

１

期
間

平
成
十
八
年
六
月
一
日
か
ら
平
成
十
八
年
七
月
三
日
ま
で
。
た
だ
し
、
土
曜
日
、
日
曜
日
及
び
国
民

の
祝
日
に
関
す
る
法
律

(

昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
七
十
八
号)

に
規
定
す
る
休
日
を
除
く
。

２

時
間
帯

午
前
九
時
か
ら
正
午
ま
で
及
び
午
後
一
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

都
市
計
画
法

(

昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号)

第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
大
竹
市
か
ら
広
島
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特
定
非
営
利
活
動

法
人
子
ど
も
の
未

来
と
平
和
を
考
え

る
会

特
定
非
営
利
活
動

法
人
わ
く
わ
く
会

特
定
非
営
利
活
動

法
人
資
源
を
む
だ

に
し
な
い
生
活
を

考
え
る
庄
原
市
民

の
会
エ
コ
燃
料
グ

ル
ー
プ

特
定
非
営
利
活
動

法
人
の
名
称

竹
本
宗
文

植
村

正
盛

吉
方

明
美

代
表
者
の
氏
名

広
島
県
広
島
市
佐

伯
区
海
老
園
一
丁

目
五
番
二
三
号

広
島
県
三
原
市
本

郷
町
下
北
方
三
七

五
番
地
一

広
島
県
庄
原
市
上

原
町
一
八
五
二
番

地
六

主
た
る
事
務
所
の

所
在
地

こ
の
法
人
は
、
国
内
外
を
問
わ
ず
国

際
平
和
に
つ
い
て
関
心
を
持
つ
人
々

に
対
し
て
、
平
和
推
進
に
関
す
る
事

業
を
行
い
、
世
界
の
恒
久
平
和
を
訴

え
続
け
る
意
義
を
後
世
に
伝
え
る
こ

と
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

こ
の
法
人
は
、
地
域
に
お
い
て
就
労

が
困
難
な
在
宅
障
害
者
に
対
し
て
、

機
能
訓
練
、
社
会
適
応
訓
練
、
入
浴

等
の
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
事
業
を
行

い
、
障
害
者
福
祉
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。

こ
の
法
人
は
、
廃
食
油
を
活
用
し
た

Ｂ
Ｄ
Ｆ
燃
料
の
製
造
活
動
事
業
を
推

進
し
、
も
っ
て
庄
原
市
が
推
進
す
る

資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
を
協
働
し
、

地
球
の
温
暖
化
防
止
、
地
域
の
活
性

化
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

平
成
一
八
年
五

月
一
九
日

平
成
一
八
年
五

月
一
九
日

平
成
一
八
年
五

月
一
七
日

申

請

年

月

日

(定期)



圏
都
市
計
画
地
区
計
画
晴
海
地
区
地
区
計
画
の
変
更
に
係
る
同
法
第
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
図
書
の
写

し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
当
該
図
書
の
写
し
を
広
島
県
都
市

部
都
市
事
業
局
都
市
企
画
室
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
八
年
六
月
一
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

土
地
改
良
法

(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号)

第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
福
山
市
土

地
改
良
区
の
定
款
変
更
を
平
成
十
八
年
五
月
二
十
三
日
認
可
し
た
。

な
お
、
こ
の
認
可
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
認
可
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し

て
六
か
月
以
内
に
、
広
島
県
を
被
告
と
し
て
、
認
可
の
取
消
し
を
求
め
る
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

平
成
十
八
年
六
月
一
日

広
島
県
福
山
地
域
事
務
所
長

旗

手

清

文

福
山
市
土
地
改
良
区
か
ら
次
の
役
員
が
就
任
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
十
八
年
六
月
一
日

広
島
県
福
山
地
域
事
務
所
長

旗

手

清

文

(

就
任
役
員)

職
名

氏

名

住

所

理
事

藤

野

宏

福
山
市
手
城
町
三
丁
目
一
三－

八

選選選
挙挙挙
管管管
理理理
委委委
員員員
会会会
告告告
示示示

広
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
二
十
四
号

公
職
選
挙
法
施
行
令

(

昭
和
二
十
五
年
政
令
第
八
十
九
号)

第
五
十
五
条
第
二
項
及
び
第
四
項
第
二
号
の

不
在
者
投
票
の
で
き
る
施
設
と
し
て
次
の
も
の
を
指
定
し
た
。

平
成
十
八
年
六
月
一
日

広
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

橋

本

宗

利

公公公
安安安
委委委
員員員
会会会
告告告
示示示

広
島
県
公
安
委
員
会
告
示
第

41号

次
の
遊
技
機
は�

遊
技
機
の
認
定
及
び
型
式
の
検
定
等
に
関
す
る
規
則
(昭
和

60年
国
家
公
安
委
員
会
規

則
第
４
号

。以
下
｢規
則
｣
と
い
う

。)
第
６
条
に
定
め
る
技
術
上
の
規
格
に
適
合
し
て
い
る
と
認
め
る
の

で�
規
則
第
９
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る

。

平
成

18年
６
月
１
日

広
島
県
公
安
委
員
会

委
員
長

宮
地

治
夫
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老
人
ホ
ー
ム

病

院

施
設
の
種
類

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

自
衛
隊
呉
病
院

施
設
の
名
称

呉
市
狩
留
賀
町
三
番
一
六
号

呉
市
昭
和
町
六
番
三
四
号

所

在

地

平
成
一
八
年
五
月
二
三
日

平
成
一
八
年
五
月
二
三
日

指
定
年
月
日

老
人
ホ
ー
ム

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

か
が
や
き

か
る
が

安
芸
高
田
市
向
原
町
坂
二
八
七
番
地
一

平
成
一
八
年
五
月
二
三
日

6S
0025

6P
0177

6P
0182

6P
0175

5S
1048

検
定

番
号

同
上

同
上

同
上

同
上

告
示
の
日

(平
成

18年
６
月
１
日
)

か
ら
３
年
間

検
定
の
有
効

期
間

回
胴
式
遊
技

機

同
上

同
上

ぱ
ち
ん
こ
遊

技
機

回
胴
式
遊
技

機 遊
技
機
の

種
類

プ
レ
ミ
ア

ム
ダ
イ
ナ

マ
イ
ト
Ｒ

Ｃ
Ｒ
パ
チ

ク
エ
Ｄ
Ａ

Ｃ
Ｒ
パ
チ

ク
エ
Ｃ
Ａ

Ｃ
Ｒ
パ
チ

ク
エ
Ｄ
Ｈ

Ｆ
－

501

型
式
名

株
式
会
社
ロ
デ
オ

代
表
取
締
役
小
宮

隆
(東
京
都
豊
島
区
東
池
袋
三

丁
目
１
番
１
号
サ
ン
シ
ャ
イ

ン
60)

同
上

同
上

株
式
会
社
サ
ン
セ
イ
ア

ール
ア
ン
ド
デ
ィ

代
表
取
締
役
梅
村
義
孝

(名
古
屋
市
中
区
丸
の
内
二

丁
目

11番
13号

)

株
式
会
社
フ
ァ

ース
ト

代
表
取
締
役
大
島
享

(東
京
都
中
央
区
日
本
橋
久

松
町

13番
４
号
)

申
請

者
名
(住
所
)

左
同

左
同

左
同

左
同

左
同

製
造
業
者
名
(住
所
)

(定期)



古紙配合率100％
白色度70％再生紙を使用しています

正正正

誤誤誤

平
成
十
八
年
三
月
十
六
日
付
け
広
島
県
報

(

定
期)

第
二
十
号
に
登
載
の
広
島
県
告
示
第
二
百
八
十
号

(

保
安
林
予
定
森
林
に
す
る
旨
の
通
知)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
訂
正
す
る
。

農
林
水
産
部
農
林
整
備
局
治
山
室
長

平
成
十
八
年
三
月
十
日
付
け
広
島
県
報

(

号
外)

第
三
十
六
号
に
登
載
の
広
島
県
警
察
本
部
告
示
の
番
号

を
次
の
よ
う
に
訂
正
す
る
。

警
察
本
部
警
務
部
警
務
課
長

平成18年 6月 1日 (木曜日) 広 島 県 報 (定期) 第 6 2 3 6号

14

5S
1195

6S
0026

6S
0063

同
上

同
上

同
上

同
上

同
上

同
上

お
江
戸
大

捜
査
線
Ｔ

Ｄ マ
ス
ク
オ

ブ
ゾ
ロ

ド
カ
ベ
ン

Ｄ

タ
イ
ヨ

ーエ
レ
ッ
ク
株
式
会
社

代
表
取
締
役
佐
藤
英
理
子

(愛
知
県
名
古
屋
市
西
区

見
寄
町

125番
地
)

同
上

同
上

左
同

左
同

左
同

二
ペ
ー
ジ

下 段

後
ろ
か
ら
一
五

行

字
大
平
一
六
三
の
三
・
一
六
五
・
乙

一
四
一
八
・
一
四
二
一
・
一
四
二
四
・

一
四
二
五

(

以
上
六
筆
に
つ
い
て
次

の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。)

誤

字
大
平
一
四
二
四
、
一
六
三
の
三
・

一
六
五
・
乙
一
四
一
八
・
一
四
二
一
・

一
四
二
五

(

以
上
五
筆
に
つ
い
て
次

の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。)

正

三
ペ
ー
ジ

上 段

一 行

広
島
県
警
察
本
部
告
示
第

27号

誤

広
島
県
警
察
本
部
告
示
第
１
号

正

(定期)


